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農業オントロジーの構築

農業オントロジーの構築と活⽤

農業ITシステムの相互運⽤性のために
農業分野の標準語彙体系としてオント
ロジーを構築しています。

農業オントロジーの活⽤

どんな研究？ 何がわかる？

異なるシステムから発⽣したデータの
統合や連携が可能になって作業や⽣産
の予測、統計情報など、データをより
有⽤に活⽤することが可能になります。

農業ITシステムの相互運⽤性における問題

区画管理
営農管理
資材管理
経営管理

…

データの発⽣

センサーなどに
よる現場観測

農業用語の多様性

#代かき #代掻き #しろかき #荒代かき #整地
＃均平化 #代掻き作業 #かじり システムB システムC

データ項⽬が
標準化されて

いない！

代かき

整地作業

かじり

は種 : 種⼦繁殖のために圃場で種を播く作業

⽬的 : 種⼦繁殖
場所 : 圃場
対象 : 種
⾏為 : 播く

「は種」の例

属性 属性の値

農作業概念の構造化

は種 : 播種

概念名
(⾒出語)

表記

1. ⽬的によって概念を細分化する
作物⽣産作業 > 作物⽣育作業

> 繁殖制御作業 > 種⼦繁殖作業

2.⾏為、対象、場所、⼿段、時期、
機材、作物によって細分化

は種 苗箱直播(は種＋場所：苗箱)
湛⽔直播(は種＋場所：⽔⽥)
乾⽥直播(は種＋場所：乾⽥)

記述論理(Description Logics)とは？
理論的基盤となる概念階層の記述に
特化した論理的⾔語
- 概念の⽭盾や同⼀性を判断
- 機械による推論処理が容易

3.記述論理を⽤いて表現

朱成敏 武田英明

解決⽅法：農業分野の標準語彙を定義する
対象分野 : 農作業
定義⼿段 : オントロジーの構築

オントロジー(Ontology)とは？
対象の概念と概念間の相互関係を定義
する体系。
- 上位クラスが持つ属性を下位が継承
- 概念と表記を分離

http://www.tanbo-kubota.co.jp/foods/watching/14_2.html

形態素分析

代掻き

田んぼ

元肥
…

AAO代かき

田んぼ

基肥
…

処理

農作業基本オントロジー(Agriculture Activity Ontology)
Ver.				公開日 語数 属性数 階層の最大深さ

0.94 2015/05/12		 185									2							 6
1.00 2015/11/02 301									7													 6
1.10 2016/02/12 330									7													 7
1.31 2016/04/22 355									8													 7
1.33 2016/09/23 374									8													 7
1.41		2017/01/05				410									8																			7		

農業共通語彙(http://www.cavoc.org) にて公開中

APIの提供

同義語を標準語彙に変換

元肥→基肥、代掻き→代かき
CSV/RDFファイルの公開

RDF/Turtle形式も公開中

必要な項⽬を選択しCSVファイルを⽣成

農業ITシステムA

農業ITシステムB

作業データ 圃場情報

作業者情報

作物情報

作業情報

資機材情報

集計システムのDB

単位調整

データ調整

農作業基本オントロジー

作業名称の整理

作物別データの集計

⽔稲

⼩⻨

レタス

ミニトマト

…

代かき(分)
耕起(分)
施肥(分)
…

⽔稲

は種(分)
施肥(分)
除草(分)
…

レタス

作物別労働時間の統計

…

統計調査の⾃動化

作業内容：肥料やり
作業時間：30分

①記⼊

作業内容：肥料
作業時間：50分

②地域別 調整・集計

作業内容：施肥
作業時間：30分

作業内容：施肥
作業時間：50分

③平均労働時間の算出(部署の職員による)
(農家)

オントロジーを⽤いると
データの統合・集計するこ
とができて様々な統計調査
が簡単にできる⾃動化が可
能になります!

#既存

#標準語彙を⽤いた場合

- 作業内容の記⼊にかかる⼿間
- ⽤語統⼀の問題

様々な農作業の名称
が標準語彙に変換さ
れきます。

誰でも⾃由に使えます！


